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結果，第一看護科学生が研究に取り組んだ時，発表終了時，先生と の交流時に於いて (x'=l0.1,p <0.01) 





























































I, i, i, ivについては三段階評価とし，
この内 2段階は肯定的回答とした， v, viの友


































; 。10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
は 9人 (19.6%）が否定的に受け止めていた。
iグ）いープ研究を進める過程では， 1N 2人(4.5 
%) 2 N 5人 (10.9%）が否定的な気持ちをも
っていた。i研究発表準備の過程での気持ちは，
1 Nl2人 (27.9%) 2 N22人 (47.8%）が否定
的な気持ちをも っていた。iv研究発表終了時の
気持ちは， 1 N 1人 (2.3%)2N9人 (19.6%)
が否定的な気持ちであ った。 V友達との交流に












10.11, p <0.01) (x2=10.55, p <0.01) (x'= 







＼ I I l ． IV V Vl 
ィ 18 (41 9) 17 (38 6) 10 (65 9) 29 (65 9) 25 (56 8) 32(74.4) 




2 (4 5) 12 (27 9) 1 (2 3) 0(0 0) 0(0 0) 
二 1 (2 3) 0(0 0) 
X 2検定
x 2=10 1 X 2=2 98 X 2=6 62 X2=1055 X'=2. 99 X 2= 10 81 
p <0.01 p >O 05 p <O 05 p <O 01 p >O 05 p <O 05 
イ 12 (26 1) 1 (23 9) 3(6 5) 17(37 0) 25(54 3) 20 (43 5) 
ロ 25 (54 3) 30 (65. 2) 21 (45 7) 20 (43 5) 17 (37 0) 21(45 7) 
2N 
9(19.6) 5 (10 9) 22 (47 8) 9 (19 6) 3(6 5) 1(2 2) ノ‘








































































































































































































に受け止めており 1N95%, 2 N80％と高率で
あった。発表会開催のための準備に対しては，
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